
整理番号 sennarisangyou-1

作成日 2020/3/10

１ ． 製品及び会社情報

製品名 ： 尿素系複合液肥 

会社名 ： 全国農業協同組合連合会

担当部署 ： 耕種資材部

住所 ： 〒100-6832東京都千代田区大手町1-3-1JAビル33F

電話番号 ： 03-6271-8285

Fax番号 ： 03-5218-2536

電子メ ールアド レ ス ： zz_ hi yaku-gi zyut su@zennoh. or . j p

緊急連絡電話番号 ： 03-6271-8285

推奨用途及び使用上の制限肥料用及び肥料原料用。 肥料用途以外には使用し ないで下さ い。

２ ． 危険有害性の要約

Ｇ ＨＳ 分類

製品安全データ シート （ Ｓ Ｄ Ｓ ）

　 　 物理化学的危険性 分類对象外

分類对象外

分類对象外

分類对象外

分類对象外

可燃性固体

自己反応性化学品

自然発火性液体

自然発火性固体

火薬類

可燃性/引火性ガス

可燃性/引火性エアゾール

支燃性/酸化性ガス

高圧ガス

引火性液体

分類对象外

分類でき ない

分類对象外

分類对象外

分類でき ない

　 　 健康に対する 有害性 区分外

分類でき ない

分類对象外

分類对象外

区分外

分類对象外

分類でき ない

酸化性液体

酸化性固体

有機過酸化物

金属腐食性物質 

自己発熱性化学品 

水反応可燃性化学品

急性毒性( 経口)

急性毒性( 経皮)

急性毒性( 吸入－ガス )

急性毒性( 吸入－蒸気)

急性毒性( 吸入－粉じ ん及びミ ス ト )

区分外

分類対象外

分類でき ない

分類でき ない

区分外皮膚腐食性/刺激性



Ｇ ＨＳ ラ ベル要素 ： 該当し ない

その他の危険有害性情報 ： 環境中の生物の栄養源になり 、 水質の富栄養化をも たら すおそれがある 成分を含む。

３ ． 組成及び成分情報

化学物質・ 混合物の区分 ： 混合物

窒素全量 非開示 8.0-15.0％

　 　 内アンモニア性窒素 非開示 1.7-2.7％

水溶性リ ン酸 非開示 4.0-8.0％

水溶性加里 非開示 6.0-8.0％

危険有害成分 ：

フッ化水素アンモニウム 該当* 該当* 1341-49-7 0.15％以下

*： 成分と し ては該当する が、 製品中の濃度よ り 製品と し ては該当し ない。

４ ． 応急措置

吸入し た場合 ： 被災者を空気の新鮮な場所に移動し 、 呼吸し やすい姿勢で休息さ せる こ と 。

呼吸が困難な時には、酸素吸入を行う。呼吸が停止している場合には、人工呼吸

を行う。口対口法を用いてはならない。体を毛布などで覆い、保温する。

直ちに医師の診断/手当てを受ける こ と 。 も し 嘔吐が起こ ったら 、 胃から の嘔吐物が肺に

入ら ないよ う 頭部を下げる 。 物質への曝露の影響が遅れて出てく る こ と がある 。

経過観察をする 必要がある 。

皮膚に付着し た場合 ： 直ちに汚染さ れた服と 靴を取り 除く /脱ぐ 。 多量の水と 石けんで優し く 洗う こ と 。

皮膚刺激ま たは発疹が生じ た場合は、 医師の診断/手当てを受ける こ と 。

目に入った場合 ： 眼を擦ってはなら ない。 ま ぶたを開いた状態に保つ。 でき る だけ早く 水で洗い始め、

数分間注意深く 洗う 。 コ ンタ ク ト レ ンズを着用し ていて容易に外せる 場合は外すこ と 。

その後も 洗浄を続ける こ と 。 直ちに医師の診断/手当てを受ける こ と 。

飲み込んだ場合 ： 口を水で十分にゆすぎ、 意識を失っていない場合は多量の牛乳ま たは水を飲ま せる 。

被災者の意識がない時は何も 飲ま せてはなら ない。 被災者を空気の新鮮な場所に

移動し 、 呼吸し やすい姿勢で休息さ せる こ と 。 体を毛布など で覆い、 保温する 。

直ちに医師の診断/手当てを受ける こ と 。 も し 嘔吐が起こ ったら 、 胃から の嘔吐物が肺に入ら ないよ う

頭部を下げる 。 呼吸が困難な時には、 酸素吸入を行う 。 呼吸が停止し ている 場合には、 人工呼吸を行う 。

物質への曝露の影響が遅れて出てく る こ と がある 。 経過観察をする 必要がある 。  

応急措置をする者の保護 ： 指定された個人用保護具を使用すること。

分類でき ない

分類でき ない

分類でき ない

分類でき ない

分類でき ない

分類でき ない

分類でき ない

分類でき ない

分類でき ない眼に対する 重篤な損傷/眼刺激性

呼吸器感作性

皮膚感作性

生殖細胞変異原性

発がん性

分類でき ない

分類でき ない

分類でき ない

化審法 安衛法

非開示

官報公示整理番号
化学名ま たは一般名

　　環境に対する有害性

オゾン層への有害性

生殖毒性

特定標的臓器毒性（ 単回暴露）

特定標的臓器毒性（ 反復暴露）

吸引性呼吸器有害性

水生環境有害性（ 急性）

水生環境有害性（ 長期間）

CAS番号 保証成分量

化学名又は一般名 PRTR法 CAS番号 濃度毒劇法 

非開示

非開示

非開示

非開示

非開示

非開示

非開示

安衛法
通知対象

該当



５ ． 火災時の措置

消火剤 ： 初期火災 ： 　 粉末消火剤、 二酸化炭素、 散水、 泡消火剤

大規模火災 ： 　 散水、 水噴霧、 泡消火剤

使ってはなら ない消火剤 ： 棒状水

火災時特有の危険有害性 ： 不燃性である が、 周辺火災時に拡散し た漏出物が煙やヒ ュ ームに含ま れる おそれがある 。

混触危険物質と 接触する と 火災や爆発の危険性がある 。 加熱によ り 容器が爆発する おそれがある 。

接触によ り 、 皮膚や眼に炎症を起こ すおそれがある 。 漏出物や消火水は水系汚染のおそれがある 。  

特定の消火方法 ： 風上から 作業する 。  火災発生場所周辺への関係者以外の立ち入り を禁止する 。

も し 可能であれば、 熱にさ ら さ れた容器を移動する か、 ま たは水で冷却する 。 消火に用いた水は

堰を作って囲い、 後で廃棄する 。 物質がちら ばら ないよ う にする 。

消火を行う 者の保護 ： 適切な全身保護衣およ び空気式呼吸器( SCBA) を着用する 。 適切な全身保護衣であっても 、

熱およ び有害な蒸気や液体に対し 限ら れた防御し かでき ない点に留意し て消火活動を行う こ と 。

６ ． 漏出時の措置

人体に対する 注意事項 ： 適切な保護衣を着用せずに、 壊れた容器ま たは流出物に触ら ない。

作業時に使用する 個人用保護具については「 8. 暴露防止及び保護措置」 を参照。 適切な換気を行う 。

風上から 作業する 。 全ての方向に適切な距離をと り 、 漏出区域への立ち入り を禁止する 。

緊急処置 ： 防災活動に無関係な全ての人々を風上側に遠ざける 。 専門家に相談する 。 周辺の居住者に警告する 。

水路では航行を遮断する 。 大き な安全地帯を設定する 。  

環境に対する 注意事項 ： 漏出物およ び漏出物処理時の廃液が、 排水溝、 下水溝、 地下室、 ある いは閉鎖場所へ流入する のを

防ぐ 。 環境への放出を避ける こ と 。  

封じ 込め及び浄化の方法・ 機材 ： 危険でなければ漏れを止める 。  漏出し た液を密閉式の容器にでき る 限り 集める 。

残留液を乾燥し た土、 砂や不燃性材料で吸収さ せ、 安全な場所に移す。 大量の場合、

広がら ないよ う に堰を作り 、 後で廃棄する 。 廃棄方法は「 13. 廃棄上の注意」 を参照。

二次災害の防止策 ： 適切な消火剤を準備する ( 「 5. 火災時の措置」 を参照) 。 大量の場合、 適切な避難距離をと る 。

７ ． 取り 扱い及び保管上の注意

取り 扱い　 ：

技術的対策 ： 屋外ま たは換気の良い場所でのみ使用する こ と 。 屋外での取扱いは

でき る だけ風上から 行う 。 取扱場所には関係者以外の立ち入り を禁止する 。

清浄な火花防止型の工具を使用する 。 眼、 皮膚、 衣服への接触を避ける 。

局所排気・ 全体換気 ： 局所排気、 全体換気を行う 。 ( 「 8.  暴露防止及び保護措置」 参照)  

注意事項 ： 設備対策を行い、 保護具を着用する 。 ( 「 8.  暴露防止及び保護措置」 参照)  

安全取扱い注意事項 ： 取り 扱う 場所での飲食と 喫煙を禁止する 。 汚染さ れた作業衣は作業場から 出さ ないこ と 。

取扱い後に手や顔等を良く 洗う こ と 。

保管　 ：

技術的対策 ： 容器を密閉する 。

適切な保管条件 ： 適切な方法で全体をよ く 換気する 。 乾燥し た場所に保管する こ と 。 混触危険物質から 離し て保管する 。

「 10. 安定性及び反応性」 を参照。 食料や飼料から 離し て保管する 。

安全な容器包装材料 ： 情報なし

８ ． 暴露防止及び保護措置

設備対策 ： 取扱場所に、 洗眼設備や手や全身の洗浄設備を設ける 。



許容濃度/管理濃度 ：

化学名ま たは一般名

保護具( PPE)  :

呼吸器の保護具 ： 呼吸用保護具は、 必ず規格に合致し たも のを使用する 。 換気設備の機能の低下等の緊急時およ び

漏出時の措置では、 空気呼吸器ある いは循環式酸素呼吸器( SCBA) を着用する 。

手の保護具 ： 手の保護具は、 必ず規格に合致し たも のを使用する 。 不浸透性保護手袋

目の保護具 ： 眼の保護具は、 必ず規格に合致し たも のを使用する 。 安全ゴーグルま たは保護眼鏡付き 防災面。

皮膚及び身体の保護具 ： 個人用保護具( PPE) は、 必ず規格に合致し たも のを使用する 。

帽子、 靴等を含む適切な不浸透性保護衣を着用する 。

衛生対策 ： 粉じ ん/煙/ガス /ミ ス ト /蒸気/ス プレ ーを吸入し ないこ と 。 作業中は飲食、 喫煙をし ない。 汚染さ れた

作業衣は作業場から 出さ ないこ と 。 製品の取扱い後およ び飲食の前にはよ く 手や顔を洗浄する 。

９ ． 物理的及び科学的性質

物理的状態 ： 液体 

色 ： 茶褐色 

臭い ： かすかなアンモニア臭 

pH ： 7. 1 ( 25°C)  

凝固点 ： データ なし

沸点 ： データ なし

引火点 ： データ なし

自然発火温度( 発火点) ： データ なし

燃焼限界－上限( %)  - ： データ なし

燃焼限界－下限( %)  - ： データ なし  

蒸気圧 ： データ なし  

蒸気密度( Ai r＝1) ： データ なし  

比重 ： 1. 20 - 1. 23 ( 25°C)  

溶解度( 水) ： 水溶液である  

溶解度( その他) ： データ なし  

ｎ -オク タ ノ ール/水分配係数 ： データ なし  

分解温度 ： データ なし  

蒸発率 ： データ なし  

規制法規等

US.ACGIH Threshold Limit
Values

フッ化水素アンモニウム
　　　‐フッ素として

TWA

基準 規制濃度

2.5mg/ｍ3



１ ０ ． 安定性及び反応性

安定性 ： 通常の貯蔵・取扱いにおいて安定である

危険有害反応可能性 ： 強酸化剤、 強酸、 強塩基　 ：　火災や爆発の危険

石灰硫黄合剤と 反応し て有害ガス が発生する 恐れがあり 、 危険なので混用し ない。

避けるべき条件 ： 加熱、 静電気帯電、 極端な低温状態。  

混触危険物質: ： 強酸化剤、 強酸、 強塩基 

危険有害な分解生成物: ： 一酸化炭素、 二酸化炭素、 炭化水素、 窒素酸化物、 塩化水素、 ホス ゲン、 塩素化物、 リ ン酸化物、

アンモニア、 すす 

１ １ ． 有害性情報

製品のデータ がない場合は成分のデータ を記載し ていま す。

急性毒性 :

経口 ： ATEmi x( 計算値)  = 6, 474 mg/kg 

経度 ： ATEmi x( 計算値)  = 15, 700 mg/kg

吸入 ： データ なし

皮膚腐食性/刺激性 :   データ なし

窒素 成分 ウ サギ( 皮膚刺激性/腐食性試験)  ：  刺激性なし

加里 成分 ヒ ト  ： 軽度の刺激性あり

り ん酸・ 窒素 成分② ウ サギ( 皮膚刺激性/腐食性試験)  ： ごく 軽度の刺激性あり

り ん酸・ 窒素 成分① ウ サギ( 皮膚刺激性/腐食性試験)  ： 軽度の刺激性あり

眼に対する 重篤な損傷/眼刺激性 :   データ なし

窒素 成分 ウ サギ( 眼刺激性/腐食性試験)  ：  刺激性なし

加里 成分 ヒ ト  ：  軽度の刺激性あり

り ん酸・ 窒素 成分① ウ サギ( 皮膚刺激性/腐食性試験)  ：  中等度の刺激性あり

り ん酸・ 窒素 成分② ウ サギ( 眼刺激性/腐食性試験)  ：  中等度の刺激性あり

呼吸器感作性皮膚感作性  :   データ なし

生殖細胞変異原性 :  

i n vi t r o ： データ なし

窒素 成分 Ames 試験 ( ネズミ チフ ス 菌およ び大腸菌)  :  陰性

染色体異常試験 ( マウ ス リ ンフ ォ ーマ)  :  陽性

り ん酸・ 窒素 成分② Ames 試験 :  陰性

り ん酸・ 窒素 成分① Ames 試験 ( ネズミ チフ ス 菌)  :  陰性 

染色体異常試験 ( チャ イ ニーズハムス タ ー細胞)  :  陽性 

i n viｖ o ： データ なし

発がん性 ： データ なし

生殖毒性 :  

催奇形性 ： データ なし

繁殖性 ： データ なし

特定標的臓器毒性 

　 　 ( 単回暴露)

特定標的臓器毒性 

　 　 ( 反復暴露)

データ なし

データ なし

:

:



吸引性呼吸器有害性 ： データ なし

その他の影響 ： データ なし

１ ２ ． 環境影響情報

製品のデータ がない場合は成分のデータ を記載し ていま す。

生態毒性 ：  

  水生生物 ：  

     急性毒性 ：

魚類 ： データ なし

      窒素 成分  魚 :  LC50 ( 96 h)  12, 000 mg/L

      り ん酸・ 窒素 成分② ニジマス  :  LC50 ( 96 h)  26. 5 mg/L

      り ん酸・ 窒素 成分① ニジマス  :  LC50 ( 96 h)  > 85. 9 mg/L 

甲殻類 ： データ なし

      窒素 成分  ミ ジンコ  :  EC50 ( 24 h)  > 10, 000 mg/L

      り ん酸・ 窒素 成分② 甲殻類 :  LC50 ( 96 h)  40 mg/L 

藻類 ： データ なし

      窒素 成分  緑藻 :  EC50 ( 48 h)  8. 04 g/L

     慢性毒性 :  

魚類 ： データ なし

甲殻類 ： データ なし

藻類 ： データ なし

      り ん酸・ 窒素 成分② 緑藻: NOEC 97. 1 mg/L

     その他 :  

データ なし

生分解性 :   データ なし  

生物蓄積性 :   データ なし  

土壌中の移動性 :   データ なし  

オゾン層への有害性 :   オゾン層を破壊する 物質に関する モント リ オール議定書( 改訂版) :  リ ス ト に掲載なし  

１ ３ ． 廃棄上の注意

廃棄方法 ： 国およ び地方自治体( 都道府県市町村) の規則に従って、 内容物/容器を適切に廃棄する こ と 。

１ ４ ． 輸送上の注意

国際規制 ： 本物質は輸送規制の対象ではない。  

国内規制 ： 国内法に従う 。  

輸送の特定の安全対策及び条件 ： 輸送前に容器の破損、 腐食、 漏れ等がないこ と を確認する 。 転倒、 落下、 破損がないよ う に積み込み、

荷崩れの防止を確実に行う 。 車輌、 船舶には保護具( 手袋、 眼鏡、 マス ク 等) を備える 他、 緊急時の処理に

必要な消火器、 工具など を備えておく 。

１ ５ ． 適用法令

化学物質排出把握管理促進法 :

　 　 　 　 　 特定第一種指定化学物質 ： 該当し ない

　 　 　 　 　 第一種指定化学物質 ： 該当し ない

　 　 　 　 　 第二種指定化学物質 ： 該当し ない 

労働安全衛生法 :  

　 　 　 通知对象物質( 第57条の2) ： フ ッ 素及びその水溶性無機化合物( フ ッ 化水素アンモニウ ム)  

　 　 　 表示対象物質( 第57条) ： 該当し ない 

変異原性が認めら れた
　 　 　 　 　 　 届出物質( 第57条の

3)
： 該当し ない 



毒物及び劇物取締法 :  

　 　 　 　 特定毒物 :  

法 ： 該当し ない 

政令 ： 該当し ない 

　 　 　 　 毒物 :  

法 ： 該当し ない 

政令 ： 該当し ない 

　 　 　 　 劇物 :  

法 ： 該当し ない 

政令 ： 該当し ない 

消防法 ： 該当し ない 

廃棄物の処理及び清掃に関する 法律 :   法第2条第4項、 施行令第2条の1　 産業廃棄物 

高圧ガス 保安法 :   該当し ない

化審法 :  

第1種特定化学物質 ： 該当し ない

第2種特定化学物質 ： 該当し ない

監視化学物質 ： 該当し ない

優先評価化学物質 ： 該当し ない

水質汚濁防止法 :   有害物質( 法第2条、 施行令第2条、 排水基準を定める 省令第1条)

 ( アンモニア、 アンモニウ ム化合物、 亜硝酸化合物及び硝酸化合物)  

 ( フ ッ 素及びその化合物)  

下水道法 :   水質基準物質( 法第12条の2第2項、 施行令第9条の4) ( ふっ素及びその化合物)  

肥料取締法 :   肥料 

１ ６ ． その他の情報

免責条項 ： 記載内容は現時点で入手でき る 法令、 資料、 情報、 データ にも と づいて作成し ており ま すが、

含有量、 物理化学的性質、 危険・ 有害性等に関し ては、 いかなる 保証をなすも のではあり ま せん。

ま た、 注意事項は通常の取扱いを対象と し たも のなので、 特殊な取扱いの場合には、 用途・ 用法に

適し た安全対策を実施の上、 ご利用下さ い。

本SDSは、 下記住友化学株式会社の情報を元に作成し ま し た。 該当物質については、 下記にお問い合わせく ださ い。

会社名 ： 住友化学株式会社

担当部署 ： アグロ 事業部　 開発・ マーケティ ング部

住所 ： 〒104-8260　 東京都中央区新川2丁目27番1号

電話番号 ： 03-5543-5621

Fax番号 ： 03-5543-5944

緊急連絡電話番号 ： 03-5543-5621


